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記念公開講演会

6.26 15:00~16:00

sat6.26 15:00~16:00

sat

二
〇
〇
万
年
以
上
前
の
原
人
の
出
現
に
は
じ
ま
る
ア
ジ
ア
人
類
史
に
つ
い
て
の
認
識
が
、
最
近
の
研
究
の
進
展
で
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。 

二
〇
〇
四
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
二
〇
一
九
年
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
身
長
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
型
原
人
の
存
在

が
報
告
さ
れ
、 

学
界
を
驚
か
せ
た
。
さ
ら
に
シ
ベ
リ
ア
な
ど
へ
の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
進
出
や
、
デ
ニ
ソ
ワ
人
と
呼
ば
れ
る
別
の
旧
人
集
団
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
、　
五
万
年
前
頃
ま
で
の
ア
ジ
ア
各
地
に
多
様
な
古
代
型
人
類
が
暮
ら
し
て
い
た
実
態
が
判
明
し

て
き
た
。 

し
か
し
ア
フ
リ
カ
由
来
の
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
当
地
に
出
現
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
人
類
が
姿
を
消
し
た
だ
け
で
な
く
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
そ
う
し
た
先
行
人
類
の
分
布
域
を
大
き
く
超
え
て
、 

寒
冷
地
や
島
嶼
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
長
い
歴
史
の
中
に
は
、
我
々
と
そ
れ
以
前
の
人
類
の
相
違
点
や
、
人
類
の
多
様
性
の
本
質
な
ど
、
人
類
に
つ
い
て
の
重
要
な
問
い
に
答
え
る
鍵
が
隠
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。 

本
講
演
で
は
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
ち
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
人
類
史
研
究
の
現
状

を
紹
介
す
る
。

オンライン開催オンライン開催オンライン開催 要参加登録

登録はこちら

※参加ご希望の方は前日までにご登録をお願いします。
2021
日時

参加無料

（かいふ ようすけ）海部陽介
人類進化学者。理学博士。1969年生まれ。東京大学大学院理学系
研究科博士課程を中退し、国立科学博物館を経て、2020年より現職。
約200万年におよぶアジアの人類史を研究している。クラウドファ
ンディングを成功させ、最初の日本列島人の大航海を再現する「3
万年前の航海 徹底再現プロジェクト」（国立科学博物館：2016－
2019）を実行。著書に「サピエンス日本上陸」（講談社 2020）、「日
本人はどこから来たのか？」（文藝春秋 2016：古代歴史文化賞）
など。日本学術振興会賞（2012）、モンベルチャレンジアワード
（2016）、山縣勝見賞（2019）などを受賞。
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講師 海部陽介氏
（東京大学総合研究博物館教授）

万
年

の
人
類
史

Dynamism in Changing
Environment

ダイ ムナミズ
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